エイゴ　キョウシ　ノ　セイチョウ　ニ　ツナガル　シエン　ノ　ゲンジョウ　ト　シエン　ノ　アリカタ　ニ　カンスル　ケンキュウ　1 by 小倉 美津夫 & Mitsuo Ogura
要旨
平成 21 年 3 月に告示された高等学校学習指導要領が,
平成 25 年度から学年進行で実施される. その学習指導
要領第 2章第 8節外国語の第 3款 ｢英語に関する各教科





校では 90％以上の学校で ｢英語Ⅰ｣ の科目が主に日本
語で教えられている. ｢読んで, 訳して｣ 式の内容理解


















の成長を促進したり, 校内研修と称する ｢授業研究｣ あ
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う考え, 何を知り, 何を信じているのか, そして何をし
ているのかという認知のプロセス) と授業実践との関連
性の研究が徐々に注目されてきた. ｢言語教師認知の研
究｣ (笹森, ボーグ 2009) に, 言語教師として必要な力
量は何か, 言語教師として指導に携わるための知識と技
能は何か, その知識と技能を基盤とした教授力や学習指









ことはできないが, 一つの目安として, 久村他 (2011)
は, 教師は教科指導だけでなく, 学級担任, 進路指導,











は, 教員養成におけるインターンシップ, 教育実習, 授
業観察, 同僚性, リフレクティブ・プラクティスを実践・
研究している教師等が実証的研究の進展傾向を表してい







久村他(2011)は, EPOSTL と European Profile for
Language Teacher Education: A Framework of Refer-
ence (Kelly & Grenfell, 2004) や米国において優秀教
師として認定するための評価基準として利用される
Early and Middle Childhood/ English as a New Lan-
















現職英語教師, 20 歳代 16 名, 30 歳代 17 名, 40 歳代
37 名, 50 歳代 33 名, 合計 103 名に質問紙調査を実施し
た. 内訳は, 中学校 14 名, 高等学校 89 名で, これらの







 どのような研修 (支援) を必要とするか.












































いて, ｢生徒指導で忙しい｣, ｢部活動で忙しい｣, ｢授業
準備で忙しい｣, ｢適切な指導者がいない｣, ｢自分の意志
が弱い｣, ｢費用が高くつく｣, ｢その他｣ から上位 3つを
選んでもらったところ図 1のような結果が得られた.
研修を続けていく障害で最も多かったのは, ｢生徒指
導で忙しい｣, 次いで ｢自分の意志が弱い｣, ｢部活動で
忙しい｣, ｢授業準備で忙しい｣ と続いている. ｢その他｣
と回答した内容を見てみると, 30 代・ 40 代は ｢校務分
掌で忙しい｣, ｢進路指導で忙しい｣ と回答したものが多






表 1 授業準備以外で継続的な研修の有無 (％)
授業以外で継続的に研修している 56.3
授業以外で継続的に研修していない 43.7
表 2 授業準備以外で継続的な研修の有無 (％)
年齢 (代) 20 30 40 50 合計
継続的研修あり 17.2 20.7 29.3 32.8 100
図 1 研修を続けていくための障害ベスト 1位
図 2 研修の機会があれば参加してみたいですか
研修への参加意欲があると回答した割合は, 約 9割と
高い数値が得られた. また, さらに, どれくらいの頻度
で研修会を開けば参加したいと思うのかを尋ねてみると,
次のような結果が得られた.
｢月 1 回｣ という回答が最も多く得られ, 約半数が,
毎月, 英語教育に関する研修を開催してほしいという希
望を持っていることがわかる. 次いで, ｢2 月に 1 回｣,
｢その他｣ と続いている. その他の内容は, ｢年に 1回｣,







ところ, ｢ある｣ と回答した割合は, 約 78％で, その理
由として, ｢自己の振り返り｣, ｢教員評価制度があるた
め行わざるを得ない｣ ことなどがあげられた. ｢自己の





方で, 授業改善をしなかった教員が, 約 13％いること
は看過できない. 教師が日々綿密に教材研究と教材作成










































たところ, これまで述べてきた, ｢忙しい｣, ｢同僚が非
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表 3 研修会開催の頻度と参加意欲 (％)
頻度 月 1回 2月 1回 学期 1回 月 2回 その他
割合 43 18 12 10 17
た. 女性教師Aは, そこで議論をしたが結論が出なかっ
たため, 校長に調停をお願いした. ところが, その校長
は ｢私は今年度末には定年退職をするからことを荒げな






ア. 中学校教員 6年経験者 (以下ア.と記載)
コミュニケーションを重視した授業の実践を目標と
し, 試行錯誤をしながらそれに取り組んでいる.




BICS (Basic Interpersonal Communicative Skills)
の力を身につけさせる授業を目標にしている.















































ア. 第 1位は, 部活動指導. それに家庭・家事, 生徒
指導と続いている.
イ. 第 1位は, 突発的な生徒指導上の問題. それに部
活動指導, 校務分掌の仕事と続いている.
ウ. 第 1位は, 校務分掌の仕事. それに自分の意志の
弱さ, 部活動指導と続いている.
エ. 第 1位は, 生徒指導上の問題. それに部活動指導,
とにかく時間がないことと続いている.
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5.2 個人的な人間関係における指導・助言の例
この例は, 英語教師経験 25 年目になるH氏の教員と










































































る教師の意思決定能力に関する達成基準の提案｣, 第 42 回
中部地区英語教育学会・岐阜大会発表資料, pp. 2-3
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